
総
取
扱
額
は
．
％
増

国
内
旅
行
は
．
％
増

９月分

ＪＴＢ中間

売
上
高
は
５
％
増
に

国
内
旅
行
部
門
が
け
ん
引

河
津
で「
癒
や
し
の
時
」を
は
と
バ
ス

女
性
対
象
に
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

自
然
や
海
山
の
幸
を
訴
求

会員同士の情報共有化を
群
馬
県
支
部

⑧

台
湾
客
向
け
ツ
ア
ー

昭
文
社
と
提
携
で
販
売

日
本
旅
行

ス
ポ
ー
ツ
事
業
　

推
進
室
を
設
置
　

Ｊ
Ｔ
Ｂ

山口　剛さん

　

支
部
活
動
で
特
に
力

を
入
れ
て
い
る
こ
と
は
。

　
昨
年
４
月
、
関
越
自
動
車

道
で
発
生
し
た
高
速
ツ
ア
ー

バ
ス
の
事
故
を
き
っ
か
け

に
、
バ
ス
旅
行
の
安
全
に
関

す
る
取
り
組
み
を
強
化
し
て

い
ま
す
。
会
員
を
対
象
に
２

回
の
勉
強
会
を
実
施
し
た

り
、
県
バ
ス
協
会
と
協
議
会

を
立
ち
上
げ
、
情
報
交
換
を

行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

支
部
長
と
し
て
何
に

重
き
を
置
き
ま
す
か
。

　
会
員
同
士
の
情
報
の
共
有

化
を
さ
ら
に
進
め
て
い
き
た

い
で
す
ね
。
良
い
食
事
処
や

宿
な
ど
の
情
報
を
互
い
に
教

え
合
う
こ
と
が
大
事
で
す
。

　
情
報
収
集
の
た
め
の
研
修

旅
行
に
も
注
力
し
、
年
に
約

２
回
実
施
し
て
い
ま
す
。
参

加
し
た
会
員
か
ら
は
「
思
い

が
け
ず
、
い
い
と
こ
ろ
が
見

つ
か
っ
た
」
な
ど
と
高
く
評

価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
１
回
目
の
研
修
旅
行

は
福
島
、
茨
城
を
中
心
に
今

月

、

日
に
実
施
す
る
予

定
で
す
。
東
北
へ
は
昨
年
も

行
き
ま
し
た
が
、
東
北
の
応

援
は
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い

き
ま
す
。

　

関
東
ト
ラ
ベ
ル
サ
ー

ビ
ス
の
特
徴
は
。

　
１
９
８
３
年
の
創
業
以
来


年
、
主
に
国
内
募
集
型
企

画
旅
行
を
地
元
中
心
に
販
売

し
て
き
ま
し
た
。
大
手
旅
行

会
社
の
支
店
が
ひ
し
め
く
高

崎
市
内
で
、
価
格
に
と
ら
わ

れ
ず
、
内
容
重
視
の
旅
作
り

に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

年
ほ
ど
前
か
ら
四
国
八

十
八
箇
所
、
西
国
三
十
三
所

な
ど
へ
の
巡
礼
ツ
ア
ー
の
販

売
を
始
め
ま
し
た
。
今
は
売

り
上
げ
全
体
の
お
よ
そ
３
割

で
す
が
、
い
ず
れ
当
社
の
中

核
を
な
す
商
品
に
し
た
い
と

頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

（３） 第２７２９号第３種郵便物認可２０１３年（平成２５年）１１月２３日（土曜日）

御
神
木
か
ら
パ
ワ
ー
を
も
ら
う
参
加
者
た
ち

早
朝
の
今
井
浜
海
水
浴
場

で
ピ
ラ
テ
ィ
ス
を
体
験

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
が

日
発
表
し
た

グ
ル
ー
プ
連
結

年
度
中
間

決
算
（
４
～
９
月
期
）
は
、

売
上
高
が
前
期
比
４
・
６
％

増
の
６
６
７
２
億
６
１
０
０

万
円
、
営
業
利
益
が
７
・
６

％
減
の
１
５
８
億
３
０
０
万

円
、
経
常
利
益
が
９
・
５
％

減
の
１
６
９
億
１
７
０
０
万

円
、
当
期
純
利
益
が
２
・
７

％
増
の
１
０
６
億
７
千
万
円

だ
っ
た
。
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー

リ
ゾ
ー
ト

周
年
、
伊
勢
神

宮
・
出
雲
大
社
の
式
年
遷
宮

な
ど
で
国
内
旅
行
需
要
が
高

ま
り
、
主
軸
の
旅
行
事
業
が

好
調
に
推
移
し
た
。

　
国
内
旅
行
部
門
の
売
上
高

は
５
・
８
％
増
の
２
９
９
１

億
３
７
０
０
万
円
。
個
人
・

グ
ル
ー
プ
旅
行
で
は
価
値
創

造
、
満
足
度
向
上
に
こ
だ
わ

っ
た
商
品
改
革
に
よ
り
宿
泊

単
価
が
ア
ッ
プ
。
価
格
重
視

の
客
に
は
店
頭
で
価
格
変
動

型
手
配
旅
行
を
販
売
し
、
国

内
旅
行
予
約
サ
イ
ト
「
る
る

ぶ
ト
ラ
ベ
ル
」
で
も
需
要
を

捉
え
た
。
法
人
営
業
は
、
大

型
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
旅
行
の

復
活
な
ど
で
伸
長
し
た
。

　
海
外
旅
行
部
門
の
売
上
高

は
０
・
７
％
増
の
２
７
５
４

億
円
。
訪
日
外
国
人
数
が
過

去
最
高
を
記
録
し
た
こ
と
を

受
け
て
、
訪
日
旅
行
部
門
は

順
調
に
推
移
し
た
。

　
連
結
対
象
会
社
は
国
内


社
、
海
外

社
、
持
分
法
適

用
会
社

社
を
合
わ
せ
１
７

３
社
。

　

年
度
通
期
は
、
経
常
利

益
、
当
期
純
利
益
と
も
に
当

初
見
通
し
よ
り

億
円
上
方

修
正
し
、
経
常
利
益
は
１
５

０
億
円
、
当
期
純
利
益
は


億
円
と
な
る
見
込
み
。

　
日
本
旅
行
は
今
月
、
出
版

社
の
昭
文
社
と
提
携
し
、
台

湾
人
に
人
気
の
高
い
北
海
道

を
対
象
と
し
た
オ
プ
シ
ョ
ナ

ル
ツ
ア
ー「
日
本
旅
遊
達
人
、

Ｍ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｌ
Ｅ
お
す
す
め
ツ

ア
ー
」
を
発
売
し
た
。
昭
文

社
の
中
国
語
繁
体
字
版
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
「
日
本

旅
遊
達
人
、Ｍ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｌ
Ｅ
」

や
台
湾
現
地
空
港
な
ど
で
告

知
、
同
社
の
ツ
ア
ー
告
知
専

用
サ
イ
ト
と
訪
日
観
光
客
向

け
街
歩
き
ア
プ
リ
「
Ｍ
Ａ
Ｐ

Ｐ
Ｌ
Ｅ
―
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
」
で
提

供
す
る
。

　
日
本
旅
行
グ
ル
ー
プ
の
日

本
旅
行
北
海
道
が
企
画
。
第

１
弾
は
「
小
樽
と
２
大
・
北

の
美
酒
め
ぐ
り
」
「
支
笏
湖

氷
瀑
ま
つ
り
と
雪
遊
び
体

験
」
な
ど
７
コ
ー
ス
で
、
い

ず
れ
も
現
地
発
着
の
バ
ス
ツ

ア
ー
。
今
後
も
北
海
道
の
冬

遊
び
を
体
験
で
き
る
着
地
ツ

ア
ー
を
拡
大
す
る
方
針
。

　
観
光
庁
が

日
に
発
表
し

た
９
月
の
主
要
旅
行
業

社

の
旅
行
取
り
扱
い
状
況
（
速

報
）
は
、
総
取

扱
額
５
６
６
９

億
６
２
５
７
万

円
で
、
前
年
同

月
比
５
・
０
％

増
。
こ
れ
で
５

カ
月
連
続
の
増
加
と
な
っ

た
。

　
内
訳
は
国
内
旅
行
が
前
年

同
月
比
８
・
７
％
増
の
３
５

１
９
億
９
８
９
４
万
円
、
海

外
旅
行
が
同
１
・
２
％
減
の

２
０
８
８
億
３
０
９
１
万

円
、
外
国
人
旅
行
が
同

・

６
％
増
の

億
３
２
７
３
万

円
だ
っ
た
。
国
内
旅
行
は
、

対
前
年
同
月
比
で
８
カ
月
連

続
の
増
加
と
な
っ
た
。

　
取
扱
額
の
合
計
が
前
年
同

月
を
超
え
た
の
は

社
中


社
だ
っ
た
。

　
各
分
野
で
前
月
よ
り
も
前

年
同
月
を
超
え
た
事
業
者
が

多
か
っ
た
。
国
内
旅
行
は
取

り
扱
い

社
中

社
、
海
外

旅
行
は

社
中

社
、
外
国

人
旅
行
は

社
中

社
が
プ

ラ
ス
だ
っ
た
。

　
募
集
型
企
画
旅
行
の
総
取

扱
額
は
前
年
同
月
比
４
・
６

％
増
の
１
５
５
５
億
３
６
５

２
万
円
。
国
内
旅
行
が
同
９

・
４
％
増
の
８
４
５
億
７
７

７
０
万
円
、
海
外
旅
行
が
同

０
・
８
％
減
の
７
０
６
億
６

１
０
７
万
円
、
外
国
人
旅
行

が
同

・
１
％
増
の
２
億
９

７
７
６
万
円
だ
っ
た
。

　
募
集
型
企
画
旅
行
の
総
取

扱
人
数
は
、
前
年
同
月
比
４

・
１
％
増
の
３
４
８
万
２
９

２
２
人
だ
っ

た
。
前
月
比
で

は
１
７
７
万
３

０
９
７
人
減
少

し
た
。

　
内
訳
は
国
内

旅
行
が
５
・
３
％
増
の
３
０

９
万
５
１
１
０
人
、
海
外
旅

行
が
６
・
０
％
減
の

万
２

６
６
０
人
、
外
国
人
旅
行
が


・
５
％
増
の
１
万
５
１
５

２
人
だ
っ
た
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
は

月
１
日
、
旅

行
事
業
本
部
内
に
「
ス
ポ
ー

ツ
ビ
ジ
ネ
ス
推
進
室
」
を
設

置
す
る
。
国
際
大
型
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
へ
の
取
り
組
み

を
強
化
す
る
の
が
狙
い
。

　
海
外
で
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ

ン
ト
の
観
戦
ツ
ア
ー
の
ほ

か
、
日
本
開
催
時
の
訪
日
旅

行
、
地
方
自
治
体
と
連
携
し

た
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

も
取
り
組
む
。

　
併
せ
て
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
北
海
道

な
ど
各
地
域
事
業
会
社
に
は

ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
推
進
担

当
者
を
配
置
す
る
。

　
は
と
バ
ス
は
９
、

日
、


～

歳
ま
で
の
女
性
を
対

象
に
、
静
岡
県
河
津
町
で
の

「
ヒ
ー
リ
ン
グ
」
を
テ
ー
マ

に
し
た
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を

実
施
し
た
。
首
都
圏
を
中
心

に
長
野
や
京
都
、
大
阪
な
ど

か
ら
参
加
し
た

人
の
女
性

に
、
恵
ま
れ
た
海
山
の
幸
を

使
っ
た
地
元
の
料
理
や
、
早

朝
の
砂
浜
で
の
ピ
ラ
テ
ィ
ス

な
ど
に
よ
る
癒
や
し
を
体
験

し
て
も
ら
っ
た
。

　
同
ツ
ア
ー
は
観
光
庁
の

「
官
民
協
働
し
た
魅
力
あ
る

観
光
地
の
再
建
・
強
化
事
業
」

の
一
環
と
し
て
町
と
商
工

会
、
観
光
協
会
、
伊
豆
急
、

東
急
で
作
る
「
河
津
ヒ
ー
リ

ン
グ
旅
創
造
委
員
会
」
が
企

画
し
た
。

　
人
口
約
８
千
人
弱
の
河
津

町
は
本
州
一
早
咲
き
の
「
河

津
桜
」
で
知
ら
れ
る
、
花
、

山
、
海
、
川
な
ど
の
自
然
に

恵
ま
れ
た
町
。
湯
量
豊
富
な

七
つ
の
温
泉
や
、
天
城
山
か

ら
の
清
流
が
流
れ
る
河
津
七

滝
、
今
井
浜
海
水
浴
場
、
１

１
０
０
種
類
の
バ
ラ
が
咲
く

河
津
バ
ガ
テ
ル
公
園
な
ど
、

観
光
資
源
は
豊
富
だ
。

　
毎
年
２
月
上
旬
か
ら
３
月

上
旬
に
開
催
さ
れ
る
「
河
津

桜
ま
つ
り
」
に
は
１
カ
月
間

で
１
０
０
～
１
２
０
万
人
の

観
光
客
が
訪
れ
る
。
課
題
は

桜
ま
つ
り
に
集
中
す
る
観
光

客
を
通
年
で
誘
客
す
る
こ

と
。
同
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
は

桜
以
外
の
素
材
を
使
っ
て
河

津
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
よ

う
と
実
施
さ
れ
た
。

　
「
ま
ず
は
発
信
力
の
あ
る


～

歳
の
女
性
に
来
て
も

ら
い
た
い
。
河
津
に
は
癒
や

し
の
ス
ポ
ッ
ト
が
多
い
の

で
、
疲
れ
の
溜
ま
っ
た
首
都

圏
の
女
性
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

訴
求
す
る
」
と
河
津
町
役
場

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
の
稲
葉

純
さ
ん
。

　
ツ
ア
ー
参
加
者
は
初
日
、

七
滝
地
区
の
「
地
元
め
し
」

と
し
て
売
り
出
し
中
の
「
わ

さ
び
丼
」
を
試
食
。
わ
さ
び

丼
は
、
人
気
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ

「
孤
独
の
グ
ル
メ
」
で
紹
介

さ
れ
、
売
り
上
げ
が

倍
に

増
え
た
。
か
つ
お
ぶ
し
が
乗

っ
た
白
い
ご
飯
の
上
に
自
分

で
お
ろ
し
た
生
わ
さ
び
と
醤

油
を
掛
け
て
食
べ
る
。
参
加

者
た
ち
は
「
辛
い
け
ど
ク
リ

ー
ミ
ー
で
お
い
し
い
」
と
、

本
物
の
わ
さ
び
の
味
に
舌
鼓

を
打
っ
た
。

　
こ
の
あ
と「
伊
豆
の
踊
子
」

の
舞
台
と
な
っ
た
初
景
滝
を

踊
り
子
と
学
生
に
扮
し
た
観

光
関
係
者
に
案
内
さ
れ
、
森

の
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
を
た
っ

ぷ
り
吸
収
し
た
。

　
来
宮
神
社
で
は
樹
齢
２
千

年
の
大
ク
ス
を
見
学
。
国
指

定
天
然
記
念
物
で
あ
る
御
神

木
か
ら
パ
ワ
ー
を
も
ら
お
う

と
、
幹
に
触
れ
た
り
耳
を
あ

て
る
女
性
も
い
た
。
夜
は
湯

ケ
島
温
泉
の
国
民
宿
舎
で
源

泉
か
け
な
が
し
の
温
泉
を
堪

能
し
た
。

　
翌
日
は
今
井
浜
海
水
浴
場

で
、
体
の
根
幹
を
鍛
え
る
ス

ト
レ
ッ
チ
運
動
「
ピ
ラ
テ
ィ

ス
」
を
体
験
。
波
の
音
に
耳

を
す
ま
し
、
さ
わ
や
か
な
朝

日
を
浴
び
て
大
満
足
の
様
子

だ
っ
た
。

　
そ
の
後
、
フ
ラ
ン
ス
式
庭

園
の
バ
ガ
テ
ル
公
園
で
調
香

体
験
を
行
い
、
世
界
に
一
つ

だ
け
の
香
水
を
作
っ
た
。
調

香
体
験
を
一
番
の
楽
し
み
に

し
て
い
た
と
い
う
女
性
も
多

く
、
五
感
を
フ
ル
に
活
用
し

て
香
水
作
り
を
楽
し
ん
だ
。

　
河
津
を
出
発
す
る
と
き
に

は
、
商
工
会
の
人
た
ち
か
ら

特
産
品
の
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

が
参
加
者
ひ
と
り
ひ
と
り
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
。
参
加

者
た
ち
は
、
「
河
津
町
の
人

々
の
温
か
い
も
て
な
し
に
感

激
し
た
。
と
て
も
癒
や
さ
れ

た
」
と
笑
顔
で
河
津
を
後
に

し
た
。

　
河
津
ヒ
ー
リ
ン
グ
旅
創
造

委
員
会
は
今
回
の
モ
ニ
タ
ー

ツ
ア
ー
を
踏
ま
え
、
来
年
度

以
降
の
商
品
化
を
目
指
す
。


